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富山県内のカワゴケの分布に追加する
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Fo"""α"SノリF’"Oj昨SCJ・Ha前、カワゴケは，清

水中に生育する大型の蕪類で，環境省の絶滅危倶Ⅱ類

に指定されている（岩月ほか2008)。富山県内では，

県西部に位置する庄川扇状地でのカワゴケの分布や生

育状況についての報告がある（坂井2000)。今回，富

山市科学博物館植物標本庫（TOYA）で1964年に採取

された標本が見つかったので，笹岡（1938）の文献記

録と合わせて富山県内のカワゴケの分布について補足

する。

カワゴケの追加産地

1．新たに見つかったカワゴケの標本と産地の現状

1964年1月16日に富山県上市町伊折で進野久五郎氏

が採取したカワゴケの標本がTOYAにあることがわ

かった。標本のラベルには地名の後に，（小川の中）

と記載されている。

上市町伊折は富山県東部を流れる早月川の左岸に位

置し，剣岳の麓に近く，標高は約410mである(図l)。

これまでの富山県内のカワゴケの分布調査から，生育

が予想されるのは清水が緩やかに流れる小流と推測し・

2009年5月27日に調査した。伊折地区で傾斜が緩やか

で小流のある所は，伊折集落周辺に限られており，進

野氏が採取した場所は，集落内にある山から清水が流

れ出している数本の小流と推測された。集落内の水路

の河床は砂篠，側面は土手や石積みであったが，カワ

ゴケは見つからなかった。流れにはP/α"ﾙyp"〃加加
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'ゅα"o/“s（Hedw.）DiXアオハイゴケとCﾙ"“〔ｼPh"s

po"α"r"s（L）Cordaフジウロコゴケが旺盛に生育し

ていた。また，清水を利用して，ワサビ田が作られて

いた。カワゴケの絶滅の要因に河川改修があるが（環

境庁自然保護局野生生物課2000)，調査地の水路では

コンクリートがほとんど用いられておらず，大規模な

河川改修がされたとは考えられない。但し，数本の小

流は集落のはずれで1本となりスギ植林地を流れ，そ

の途中で三面張りコンクリート製の水路となり早月jl車

へ流入していた。

上市町伊折の小流の水中に生育する蘇苔類一覧

科の配列は岩月（2001）に従い，属名，種小名はア

ルファベット順に配した。学名はIwatsuki（2004)，

Yamada＆Iwatsuki（2006）に従った。学名，和名に

続き，富山市科学博物館の標本登録番号を示した。採

取者名は著者の場合は省略した。標本はすべてTOYA

に保管されている。

BryoPsida蘇類

AmbIystegiaceaeヤナギゴケ科

P/α"ﾉり”"域‘"””α"oj昨s（Hedw.）Dix・アオハイゴ

ケ2009年5月27日，5807.

Fontinalaceaeカワゴケ科

Fo"""α"sノリlp"oj昨SCJ・Hartmカワゴケ1964年

1月16日，進野久五郎，5434

Hypnaceaeハイゴケ科●

陸sjc"/α"αだ'"ej（Card＆Ther.）Brothフクロハイ

ゴケ2009年5月27日，6057.

Hepati“e苔類

Geocaly“ceaeウロコゴケ科

Cｿ'"osCXph“PC"α"rh"s（L）Corda

2()09年5月27日5673,5674

フジウロコゴケ

Aneuraceaeスジゴケ科

Rjccα'戒αcﾙα脚e‘坊b"a（With）Grolleナミガタスジ

ゴケ2009年5月27日，5672

PeIliaceaeミズゼニゴケ科

Peﾉ"αe"戒v"/b"a（Dicks）Dumortホソバミズゼニゴ



坂井奈緒子

ケ2009年5月27日5675.

2．笹岡(1938)のカワゴケの記録と産地の現状

富山県内に産するカワゴケの最も古い記録は，笹岡

(1938）である。それ以降，坂井（2000）まで報告は

されていない。笹岡（1938）の産地は，東石黒村（西＞

と記されており，現在の南砺市，平成16年に8町村か

合併する前は福野町で，小矢部川と山田川の合流点以

南の両川に挟まれた地区（標高50～65m）である。そ

の地区を2005年夏に調査したが，カワゴケは確認でき

なかった。カワゴケの生育に適した小流がどのあたり

にあるか見当がつかなかったこともあるが，周辺は田

園地帯で多くの小流が河川改修されていることから，

現在は生育しない可能性が考えられる。

富山県内のカワゴケの分布

今回報告する標本と笹岡（1983)，坂井（2000）の

産地をまとめると，富山県内のカワゴケの分布は図1

のとおりである。しかし，上市町伊折や東石黒村(西）

(笹岡1938）ではカワゴケの生育が確かめられないた

め，現在の確実な分布は，庄川扇状地の2流域のみで

ある。

引用文献

岩月善之助（編)，200L日本の野生植物コケ．355

pp，l92pls・平凡社，東京．

Iwatsuki，Z.，2004．NewcatalogofthemossesofJapan

J・HattoriBot・Lab.，96：1-182．

岩月善之助・古木達郎・神田啓史・長谷川二郎・樋口

正信，2008蘇苔類レッドリスト2007年版蘇苔

類研究，9：259-267．

環境庁自然保護局野生生物課，2000．改訂・日本の絶

滅のおそれのある野生生物レッドデータブック

9植物Ⅱ、427pp自然環境研究センター，東京．

坂井奈緒子，2000．富山県における水生蘇苔類の生態

的知見．富山市科学分化センター研究報告，（23)：

153-164．

坂井奈緒子，2008．富山県のカワゴケの分布と生育環

境．富山市科学博物館研究報告，（32)：l－l2

笹岡久彦，1938富山県産の蘇類（其の二）．富山教

育，（295)：65-77．

Yamada，K･andlwatsuki，Z.，2006．Catalogofthe

hepaticsofJapanJ,HattoriBot,Lab.,（99)：l-lOd

図1．富山県のカワゴケの分布

l：上市町伊折，2：東石黒村（西)，3，4：庄川扇状地。

○：文献記録はあるが生育が確認できない産地，◎：標本はあるが生育が確認できない産地：
●：記録があり生育する産地。
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